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て
い
る
が
、
大
幅
な
機
能
縮
小
に
は

違
い
な
い
。
「
法
律
相
談
は
不
要
不
急
の
業
務

で
す
か
。
相
談
を
休
む
と
知
っ
て
ひ

㊥
弁
護
士
会
館
に
張
ら
れ
た
出
入
り
口
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

㊦
霞
が
関
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
が
入
る
弁
護
士
会
館
（
一
部
画
像
処
理
）
＝
い
ず
れ
も
東
京
都
千
代
田
区
で

弁
護
士
会
は
今
す
ぐ
市
民
に
休
止
の

事
情
を
説
明
し
、
新
た
な
技
術
も
用

い
て
相
談
再
開
の
め
ど
を
つ
け
な
く

て
は
だ
め
だ
」
と
語
っ
た
。

税
水
準
②
月
収
が
半
分
以
下
に

減
り
、
年
間
計
算
で
住
民
税
の

非
課
税
水
準
の
二
倍
以
下
に
落

ち
込
む
－
の
ど
ち
ら
か
に
当
て

は
ま
る
の
が
条
件
。
非
課
税
の

水
準
は
住
ん
で
い
る
自
治
体
や

1
日
豪
族
の
人
数
な
ど
で
異
な
り
、

自
分
が
当
て
は
ま
る
が
を
見
極

め
る
の
は
難
し
い
。

政
府
は
五
月
の
支
給
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。
た
だ
、
支
給

を
担
う
市
区
町
村
は
六
月
議
会

で
補
正
予
算
案
を
成
立
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
夏
ご
ろ
に
ず
れ

込
む
可
能
性
も
否
め
な
い
。
総

務
省
生
活
支
援
臨
時
給
付
金
室

の
藤
川
学
課
長
補
佐
は
「
議
会

の
可
決
を
待
た
ず
、
首
長
の
専

決
処
分
で
進
め
る
こ
と
も
で
き

る
」
と
話
す
に
と
ど
ま
る
。

政
府
は
全
世
帯
の
約
四
分
の

一
に
当
た
る
約
千
三
百
万
世
帯

を
想
定
し
て
予
算
編
成
し
て
い

る
も
の
の
、
基
準
か
ら
推
定
し

て
、
実
際
に
支
給
さ
れ
る
の
ば

か
な
り
絞
ら
れ
る
と
の
見
方
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
の
案
だ

と
月
収
が
大
幅
に
減
っ
て
も
半

分
以
下
に
ま
で
な
ら
な
い
と
外

れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
公
平
感

が
広
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

非
正
規
労
働
者
の
相
談
に
当

た
っ
て
い
る
「
派
遣
三
一
オ

ン
＋
（
東
京
）
の
関
根
秀
一
郎

書
記
長
は
「
こ
こ
数
日
、
雇
い

止
め
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
一

気
に
増
え
た
。
休
業
手
当
も
な

く
放
り
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
家
賃
が
払
え
ず
、
食

費
に
も
困
る
人
が
出
て
く

る
。
コ
ロ
ナ
は
終
息
ま
で
時
間

が
か
か
る
。
一
．
回
限
り
の
支
給

で
持
つ
わ
け
が
な
い
」
と
訴
え

る。
政
府
は
、
ニ
ー
六
月
の
う
ち

一
カ
月
の
売
り
上
げ
が
前
年
同

期
比
で
半
減
し
た
中
堅
・
中
小

企
業
に
最
大
二
百
万
円
、
個
人

事
業
者
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
同

百
万
円
を
支
給
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
も
一
回

限
り
の
上
、
支
給
時
期
も
未

定
。
同
様
に
手
続
き
が
煩
雑

で
、
簡
単
に
受
給
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
そ
う
も
な
い
。

東
京
都
大
田
区
の
池
田
克
憲

さ
ん
（
七
七
）
は
、
妻
と
パ
ー
ト
従

業
員
の
三
人
で
住
宅
資
材
製
造

会
社
を
営
ん
で
い
る
。
三
月

は
、
前
年
同
期
に
百
万
円
あ
っ

た
売
り
上
げ
が
三
割
ほ
ど
減
っ

た
。
「
従
業
員
の
給
料
も
払
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
今
す
ぐ
運

転
資
金
が
必
要
な
の
に
い
つ
給

付
さ
れ
る
か
分
か
ー
磐
い
制
度

な
ん
か
使
え
な
い
」
曇
説
く
。

経
営
し
て
い
る
小
料
理
店
の
客

足
が
今
月
に
入
っ
て
ば
っ
た
り

途
絶
え
た
と
い
う
同
区
の
鈴
木

則
子
さ
ん
（
七
〇
）
も
憤
る
。
「
国

は
悠
長
す
ぎ
る
。
支
援
と
い
う

な
ら
今
す
ぐ
」
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本
当
の
困
窮
者
を

こ
れ
で
救
え
る
の
か

緊
急
経
済
対
策
の
総
額
は
百

八
兆
二
千
億
円
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
〇
九
年
四

月
に
打
ち
出
し
た
五
十
六
兆
八

千
億
円
を
大
き
く
上
回
る
。
感

染
終
息
ま
で
の
緊
急
支
援
と
、

終
息
後
の
観
光
や
飲
食
、
イ
ベ

ン
ト
支
援
と
い
っ
た
消
費
喚
起

な
ど
二
段
階
で
取
り
組
む
。
た

だ
、
政
府
が
国
費
な
ど
か
ら
財

政
支
出
す
る
の
は
三
十
九
兆
五

千
億
円
。
民
間
が
拠
出
す
る
四

十
二
兆
円
程
度
や
、
企
業
の
税

金
や
社
会
保
険
料
の
支
払
い
を

一
年
間
猶
予
す
る
こ
と
で
見
込

む
二
十
六
兆
円
な
ど
も
加
わ
っ

て
い
る
。「
消
費
喚
起
は
無
駄
だ
ろ

う
」
と
切
り
捨
て
る
の
は
慶
応

大
の
小
幡
績
准
教
授
（
行
動
経

済
学
）
。
生
活
基
盤
が
崩
壊
し
た

東
日
本
大
震
災
や
、
金
融
機
関

が
破
綻
し
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
と
異
な
り
、
感
染
へ
の
恐

怖
と
行
動
制
限
で
一
時
的
に
消

費
が
縮
小
し
た
だ
け
で
、
終
息

す
れ
ば
自
然
に
戻
る
と
み
る
。

「
本
当
に
困
っ
て
い
る
特
定

の
業
界
の
事
業
者
と
従
業
員
を

救
う
た
め
、
倒
産
や
失
業
者
を

出
さ
な
い
手
だ
て
を
打
つ
の
が

第
一
。
失
業
し
て
し
ま
っ
た
人

に
は
、
手
厚
く
ケ
ア
す
る
。
本

来
は
対
象
で
な
い
非
正
規
労
働

者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
雇
用
保

険
の
適
用
を
拡
大
し
、
収
入
を

補
償
し
て
は
ど
う
か
」

野
村
証
券
の
美
和
卓
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
前
年
度
補

正
予
算
の
未
執
行
分
も
加
え
る

な
ど
、
げ
だ
を
履
か
せ
て
い

る
。
特
に
税
と
社
会
保
険
料
の

支
払
い
猶
予
分
の
二
十
六
兆
円

は
、
全
企
業
が
払
え
な
く
な
る

前
提
で
貸
出
し
た
非
現
実
的
な

数
字
。
そ
こ
ま
で
膨
張
さ
せ
て

で
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
感
を
演
出
し

た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘

する。消
費
喚
起
に
つ
い
て
も
「
明

る
い
部
分
を
盛
り
込
み
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う
が
、
人
々
の
移
動

が
活
発
化
す
れ
ば
ま
た
感
染
が

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
あ
る
程

度
の
行
動
抑
制
は
必
然
。
現
段

階
で
は
時
期
尚
早
」
と
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
世
界
共
通
の
危

機
。
欧
米
各
国
も
打
撃
を
受
け

た
労
勘
考
や
事
業
者
の
救
済
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
米
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
通
信
に
よ
る
と
、
ス

ペ
イ
ン
は
一
定
額
を
政
府
が
支

給
す
る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
（
最
低
所
得
補
償
）
」
の
導
入

を
検
討
し
、
担
当
閣
僚
が
で
き

る
だ
け
早
く
実
現
し
た
い
と
語

っ
た
。
ま
た
、
地
元
紙
は
政
府

関
係
者
の
話
と
し
て
、
給
付
額

は
最
低
月
額
賃
金
九
百
五
十
申

（
約
十
一
万
二
千
円
）
の
半
分
弱

の
四
百
四
十
中
（
約
五
万
二
千

円
）
を
考
え
て
い
る
と
報
じ
た
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
な
ど
に
よ
る
と
、
他
の

国
も
巨
費
を
投
じ
て
国
民
の
生

活
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

英
国
は
全
事
業
者
を
対
象
に
、

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
従
業

員
の
給
与
の
0
0
％
を
、
一
人
当

た
り
月
二
千
五
百
㌣
（
約
三
十

三
万
七
千
円
）
を
上
限
に
三
カ

月
補
償
。
イ
タ
リ
ア
は
正
規
労

働
者
の
給
与
を
最
大
0
0
％
肩
代

わ
り
し
、
観
光
業
者
や
自
営
業

者
な
ど
に
月
六
百
中
（
約
七
万

一
千
円
）
を
最
長
三
カ
月
支
給

す
る
。
米
国
は
所
得
制
限
付
き

の
現
金
給
付
を
実
施
。
大
人
に

最
大
千
二
百
㌦
（
十
二
万
九
千

し
な
い
と
意
味
が
な
い
」
と
疑

問
を
呈
す
。

そ
の
際
の
財
源
は
美
和
氏
、

高
橋
氏
と
も
赤
字
国
債
の
発
行

を
想
定
す
る
。
美
和
氏
は
「
日

銀
に
国
債
を
買
い
入
れ
る
余
力

は
あ
る
」
と
み
る
。
高
橋
氏
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
は
百
年
に
一
度

の
危
機
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

無
駄
な
公
共
事
業
な
ど
に
つ
ぎ

込
む
た
め
で
は
な
く
、
百
年
か

け
て
返
す
覚
悟
で
コ
ロ
ナ
対
策

の
国
債
を
発
行
す
る
べ
き
だ
」

と
強
調
し
た
。

彊
董
醍
艦
琴
睡
結

六
百
円
）
、
子
ど
も
に
五
百
㌦

（
五
万
三
千
四
百
円
）
を
支
給

する。こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
経
済

対
策
は
ど
う
か
。
立
命
館
大
の

高
橋
伸
彰
名
誉
教
授
（
日
本
経

済
論
）
は
「
政
府
が
緊
急
事
態

宣
言
と
一
緒
に
休
業
要
請
を
し

な
い
の
は
、
補
償
が
で
き
な
い

か
ら
。
し
か
し
、
本
気
で
終
息

さ
せ
る
つ
も
り
な
ら
、
一
時
的

な
手
当
で
は
な
く
、
損
失
に
見

合
う
分
を
補
填
す
る
仕
組
み
に

爽
義
認
繋
ぎ
　
し
た
ら
給
付
し
な
い
で
済
む

口
，
エ
ゴ
T
J
出
雲
ヽ
ノ
一
一
ヽ
バ

協
購
精
鶴
間
等
雄
藩
川
棚
掴
需
用
欄
間
的
0
…
韓
日

織
機
潮
粥
絃
櫛
紹
騙
擬
満
鰯
l
鱒
籍
磁

縦
羅
繊
繊
雛
鍵
盤

朝
潮
潮
間
潮
矧
勘
榊
荊
馴
謝
酬

鶴
城
離
籍
鮨
覇
繍
鴻
鵠
溺
凝
縮
凝

翻
灘
繍
醒
親
鶏
…
議
離
醗

潮
間
刑
潮
間
割
勘
却
矧
矧
潮
間
矧
矧

綴
讃
畿
漑
鍵
擬
難
聴
怒
篭
擬
識

難
航
懇
醗
綴
糠
鰯
補
強

ー
…
1
1
準
用
鰐
川
欄
捜
瑞
欄
間
i
l
雄
竺
同
湖
一
二
0

－
粥
咽
－
繕
繊
繕
端
繊
観
望
蔵
ニ
ー
闇

醗
媛
閣
議
S
F
J
怒
纏
籍

竺
－
品
望
A
l
再

議
…
蒜
盤
蛇
0
m
撞
溝
川
〓
0
調
帯
川

護
鰯
絹
鵜
絹
臨
機

灘
競
嫡
纏
理
鰯

ー
鍾
－
日
光
羅
骨
盤
。
諸
州

－
犠
細
粥
瀦
咽
摺
箇
驚
獄

擬
鰯
翳
醗
綴

護
晋
艦
蝦
－
鍵
諜
鵜
川
諸
藩
端
謹
諸
藩
粟
‥

難
鰯
灘
懸
醗
鵠
鵜
間
鵜
繕
端
熊
鷹

耀
雛
撥
鰯
粥
鶉
撥
繊
醒

朝
潮
朝
潮
朝
潮
剥
矧
矧
矧
矧
矧
矧

凝
議
繊
勝
駕
擬
態
競
l
膳
惣
鑑

識
籠
韻
韓
続
嶽

潮
間
潮
間
潮
岬
矧
矧
親
潮
鳳
規
制

鮨
鵜
翻
繊
離
溜
絹
灘
畿
灘
轡
糖
惣

離
籍
繍
G
M
。
雑
観
翻
醜
縛
縄

胤
蘭
潮
矧
中
開
矧
朝
潮
割
勘
親
制

覇
粥
繍
謝
粥
繕
綴
燐
曙
鞘
鵜
解
胤
帥

離
籍
灘
灘
灘
競
蹴

鞠
騨
闇
圃
潮
樹
渦
潮
親
潮

繊
滋
灘
綴
凝
議
鱗
雛
撥
鴻
驚

蹴
鞠
醒
開
離
職
捕
酬
醗
剛

鋳
出
欄
韓
川
端
譜
絹
雄
0
光
細
0
堂
藩
特
需

撥
灘
諾
凝
擁
灘
撥
離
櫛
6
1
闇

轡
鱗
競
醸
磯
鰯

鵬
職
的
協
同
同
席
的
碕
用
糟
的
鑓
【

鑓
耀
鶉
韻
麟
離
薮

灘
繍
蹴
鞠
脚
繭
馳
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医療機関の救急外与
拡大に伴い、妊娠に
のか難∵しい事態が笥

いは　　なは・現態 
る、すどティ在量目 

轟態謙逼塞擬窪日 のでのOmとl 

言霊霊霊怨霊打 

） 

守と良こに　ユタ　　をシれネレにずナ 
が発いとはlイ政構　ヨなスワ必だウ 
益展医で強ヨル治築ンいのlず　○イ 
要に療社いlを家すを、o手クま厳ル 
二倍制会田ク晃のる取新法なたしス 
＼し度が象州てU　より技などチいの 
うみや得を細いlう、術ども　ヤ時葺 
ごな、る受事るダに強ではそン期難 
二く健教けどとlな’いコ変うスだに 
ど投康訓る粟、シる絆ミわだはが必 ○資へは○京米ツだ、ユるが来、ず 巨すの、今都国プろ関こか、る終勝 匡る研よ回知ののう係ケもど。患つ 

〕政究りの事ニス。性lしジテ後は 

コロナ陽性

iしていた元NHKアナウ
王フリーの住吉美記さん
！ロナウイルスに感染した

；所が22日、公式サイトで
三吉さんは16日に発熱後、
i内の医療機関を受診し、

：れて入院。PCR検査を
陽性と判定されたという。

E雇無効の仮処分申し立て

i業などを展開するロイヤ
乃レープが運転手約600人
＼浸した問題で、グループ

l動車交通の運転手らでつ
iの抱合員計81人が22日、

三として、従業員としての
きめる仮処分を東京地裁に

‾不良品、配布前に除外」

i配布用に包装を始めた布

7ビの付着や虫の混入など
）かっだ問題で、菅義僅宮

1の記者会見で、「配布前
〕り、計画を変更する予定
）方針を明らかにした。葺

流通の過程において、一
重品が生じることはある
〕ナにっと．′二二、三、三年亡山間藍）－、書、）ヽ－7－

一
便
そ
ノ
一
t
寄
オ
惨
一
g
そ
l
d
「
〓
糞
フ

っ
た
。
同
僚
が
配
慮
し
、
感
染
リ

ス
ク
を
伴
う
検
体
採
取
は
担
当

し
て
く
れ
る
が
、
心
配
は
尽
き

な
い
。
「
保
健
所
か
ら
の
依
頼
に

よ
る
来
院
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か

榎
田
－
劇
－
一
ノ
¢
競
A
F
病
院
て
峡
”

科
医
と
し
て
働
く
5
0
代
女
性

は
、
妊
娠
初
期
で
ま
だ
安
定
期

に
も
入
っ
て
い
な
い
。
日
々
、

数
十
人
の
患
者
に
接
し
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
患
者
の
診
察
に
も

闘
藍
閣
閣
圏
醒

い
く
不
可
能
な
ら
、
優
先
蛭
に

個
人
防
護
真
を
配
布
す
る
な
ど

の
対
処
が
欠
か
せ
な
い
」
と
指

摘
す
る
。
【
渡
辺
譲
、
成
田
有
偉
、
国
本
－

愛】

職
南
幌

生
活
保
護
申
請
が
増
加

先
月
札
幌
な
ど
失
業
者
増
え

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
る
景
気
後
退
が
懸

念
さ
れ
る
申
、
失
業
な
ど
で
生

酒
保
護
を
申
請
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。
政
府
な
ど
が
一
斉
休

校
や
外
出
自
粛
を
求
め
た
3
月

か
ら
影
響
が
出
始
め
、
東
京
都

足
立
区
や
札
幌
市
で
は
2
月
と

比
べ
て
3
割
増
と
な
っ
た
。
福

岡
市
は
微
増
で
大
阪
、
名
古
屋

両
市
も
増
加
の
見
込
み
。
こ
う

し
た
影
響
は
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
今
月
以
降
、
各
地

に
広
が
る
と
み
ら
れ
、
支
援
団

体
は
「
収
入
が
激
減
し
、
5
月

の
大
型
連
休
後
に
は
、
わ
ず
か

に
残
っ
た
所
持
金
が
底
を
つ

き
、
追
い
詰
め
ら
れ
る
人
が
さ

ら
に
増
え
る
の
で
は
な
い
か
十

と
指
摘
す
る
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る

と
失
業
者
数
は
1
月
時
点
で
約

2
0
6
万
8
0
0
0
人
。
近
年
、

生
活
保
護
を
受
給
す
る
人
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
感
染
の
拡

大
に
伴
っ
て
一
部
の
自
治
体
で

は
3
月
以
降
、
相
談
や
申
請
を

す
る
人
が
増
え
始
め
た
。
定
立

区
で
は
申
請
者
が
2
1
9
人
と

前
月
に
比
べ
て
3
4
％
増
え
た
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
前
月
比
で
札

幌
市
も
5
6
6
人
で
3
2
％
増
、

川
崎
市
は
3
0
6
人
で
Ⅱ
％

増
、
福
岡
市
で
は
4
0
4
人
で

3
％
増
と
な
っ
た
。
3
月
分
の

件
数
を
集
計
中
の
大
阪
市
や
名

古
屋
市
も
担
当
者
が
「
窓
口
の

相
談
や
申
請
は
増
え
て
い
る
」

と
話
す
。
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
各
地

の
支
援
団
体
が
共
同
で
今
月

1
8
、
1
9
日
に
実
施
し
た
全
国
一

斉
の
電
話
相
談
に
は
約
4
8
0

0
倍
の
相
談
が
あ
っ
た
。
感
染

拡
大
の
影
響
で
営
業
不
振
に
陥

っ
た
と
し
て
雇
い
止
め
さ
れ

た
、
と
い
う
も
の
や
「
生
活
費

が
尽
き
た
。
今
す
ぐ
に
生
活
保

護
を
受
け
ら
れ
る
の
か
」
な
ど

の
内
容
が
多
か
っ
た
。
相
談
し

て
き
た
埼
玉
県
内
の
5
0
代
男
性

は
、
歩
合
制
の
タ
ク
シ
ー
運
転

手
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
外

出
自
粛
の
影
響
で
仕
事
が
急

減
。
月
収
の
手
取
り
は
5
万
円

に
減
り
、
生
活
保
護
の
申
請
を

考
え
て
い
る
、
と
苦
境
を
語
っ

た。
電
話
相
談
に
あ
た
っ
た
猪
股

正
弁
護
士
は
「
蓄
え
も
少
な
く

収
入
が
激
減
し
て
生
活
費
の
確

保
に
悩
み
、
生
活
保
護
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
人
が
多
い
よ

う
だ
」
と
話
す
。
厚
労
省
は
対

策
と
し
て
今
月
7
日
、
生
活
保

護
の
受
給
申
請
の
要
件
を
判
断

す
る
際
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
自
治
体
に
通
知
。
本
来

は
自
動
車
を
保
有
し
て
い
る
と

受
給
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
一

定
の
条
件
下
で
は
一
時
的
に
認

め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。
【
矢
澤
秀
範
、
村
田
拓
也
】

「
市
販
洗
剤
で
も
効
果
」

北
里
大
感
染
力
失
わ
せ
る

市
販
さ
れ
て
い
る
複
数
の
洗
し

剤
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
な
ど
を
適

切
に
使
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
力
を
失
わ
せ
る

効
果
が
あ
る
と
の
研
究
成
果

を
、
北
里
大
の
研
究
チ
ー
ム
が

ま
と
め
た
。
主
に
エ
タ
ノ
ー
ル

や
界
面
活
性
剤
が
含
ま
れ
て
い

る
も
の
で
確
認
。
研
究
チ
ー
ム

は
「
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手

指
や
、
床
や
壁
な
ど
の
洗
浄
に

加
え
、
衣
服
の
洗
浄
に
効
果
が

期
待
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
住
居
用
洗
剤
を
手
指
に

は
使
わ
な
い
な
ど
、
使
用
上
の

注
意
通
り
に
使
う
必
要
が
あ

る。
研
究
チ
「
ム
は
、
エ
タ
ノ
ー

ル
を
含
む
手
指
用
消
毒
剤
、
界

面
活
性
剤
成
分
を
含
む
住
居
用

や
台
所
用
洗
剤
、
ハ
ン
ド
ソ
ー

プ
な
ど
計
2
2
製
品
を
対
審

験
を
実
施
し
た
。

手
指
の
洗
浄
や
家
具
な
い

拭
き
取
り
洗
浄
用
の
製
ロ

は
、
2
7
詳
㍑
（
マ
イ
ク
専

0
0
万
分
の
1
）
を
3
0
（

個
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
〕

R
N
A
（
リ
ボ
核
酸
）
が
「

た
液
3
護
㍑
に
添
加
し
、
1

聞
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
さ
せ
」

洗
濯
や
器
具
の
洗
浄
用
の
卸

で
は
、
同
様
に
1
0
分
間
接
虹

せた。そ
の
後
、
ウ
イ
ル
ス
が
「

て
い
た
液
を
希
釈
し
て
6
［

培
養
し
、
R
N
A
の
増
加
が

認
さ
れ
な
い
場
合
に
効
果
ぶ

る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
導

を
し
た
2
2
製
品
申
2
1
製
品
噴

栗
が
あ
っ
た
と
い
う
。

【渡辺誌
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